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序章 策定について 素案１～４ページ

序章では、次のように将来構想を策定した意味
を共有するため、策定の背景や目的、構成などの
概要を示すとともに多様な手法により様々な方の
想いを集めたプロセスを示しています。

●概ね２０年後の将来像（将来のあるべき姿）を示
し、市と市民や事業者が共有し、持続可能なまち
づくりを実現するため策定
●まちづくりに関わる方々へ方向性を示し、想いを
共有するツールとして活用されることを期待
●将来構想は、ハード施策や公共空間の活用方法な
どまちづくりの基本的な考え方や方向性、実現方
策などをまとめたものでアクションプランは、そ
の実現のための補助金や規制緩和をまとめたもの

第１章 これからのまちづくり 素案５～１４ページ

第１章では、次のように平塚駅周辺地区の現状を
踏まえるとともに本市や国の動向などを捉え、まち
づくりを進めるために必要な視点を示しています。

グラフ

第２章 まちづくりのコンセプト 素案１５～１６ページ

第２章では、次のように社会の変化などの将来
を見据えた平塚駅周辺地区の役割を示すとともに
関わる方の合言葉となるようなコンセプトを示し
ています。

●地区の特徴として歴史あるまちであることや生産
年齢人口、老年人口の増加、地域活動が盛んなこ
とが挙げられる
●一方で商圏が狭まっていることや建物、インフラ
の老朽化などがみられる
●今後のまちづくりを進めるための視点として
「ウォーカブルなまちづくり」や「都市のDX化
の推進」、「カーボンニュートラルへの対応」な
どが挙げられる

【まちづくりのコンセプト】

●商圏が狭まっていることにより商業拠点としての
役割が小さくなっていることや、生活の範囲が身
近になるなどのライフスタイルの変化に対応する
ため、まちの多機能化が必要
●商業や交通の利便性に加え、多機能なまちへ転換
することで様々な目的に合わせて過ごせる「リビ
ング」のようなまちを目指していく

１

将来構想の期間

対象地域

多機能化によるまちの活性化のイメージ



第３章 グランドデザイン 素案１７～１９ページ

第３章では、次のようにコンセプトを実現するため、平塚駅周辺地区全体を見渡し、中心となる
エリアを設定するなど、骨格を示し、メリハリのある整備などのイメージを示しています。

●グランドデザインは、「①都市機能の集積を誘導
するエリア」、「②ウォーカブルネットワーク」、
「③交通マネジメント」の３つの考え方で設定
●「①都市機能の集積を誘導するエリア」では、人
通りの多いエリアや主要な道路同士の交差点など
のポイントに積極的に都市機能を誘導
●「②ウォーカブルネットワーク」では、主要な道
路への滞留空間の確保や隣接する施設、スポット
へのつながりを強化
●「③交通マネジメント」では、ウォーカブルネッ
トワークを形成するための駅前広場の機能分担や
歩行環境を整備
●これらを進めることで効果的・効率的なまちづく
りを推進

第４章 まちづくりの方針 素案２０～２７ページ

第４章では、次のように「第３章グランドデザイン」をもとに将来像を描くために必要となる考
え方を整理して７つの方針として示しています。

●湘南ひらつか七夕まつりや平塚八幡宮、東海道の宿場
町などの地域資源や個性を活用したまちの雰囲気づく
りを進め、平塚駅周辺地区全体で統一的な特色の強化
を目指す
●平塚駅周辺地区に形成されている商店街による様々な
活動や特色を踏まえた商店街・通りを単位としたまち
の魅力づくりを地域主体や官民連携によって各所で進
め、個々の商店街・通りの魅力を活かした地区全体で
魅力の重層性を創出するようなまちを目指す

通りごとの魅力づくりと重層性創出のイメージ

２

グランドデザインのイメージ

凡例

１．地域資源・商店街の特色を活かしたまちの魅力づくり

【凡例】



●平塚駅周辺地区の主要な道路区間には、交差点などの
要所に広場や公園などを活用した多様な活動ができる
交流・にぎわい空間を配置する
●建物低層部のオープン化や情報案内の充実などにより、
歩行空間の魅力を向上する
●平塚駅周辺地区内や隣接する施設・スポットへの回遊
を促進するため、歩行環境の整備などにより、周辺エ
リアとのつながりを強化することで、居心地が良く歩
いて巡りたくなるウォーカブルネットワークの構築を
目指す

２．交流・にぎわいを創出するウォーカブルネットワーク

３

公共空間

■建物低層部のガラス
張り化やセットバッ
クによる公共空間と
一体的なスペースの
創出イメージ

■公共空間（道路）を
活用した来街者の休
憩、交流スペースの
創出イメージ

●商業を中心としたまちから多機能なまちへ転換するた
め、買い物の場に加えて、働く、会合、レジャー、な
ど多様な目的を持った人々を集めることにより様々な
機会・チャンスをつくるまちを目指す
●今後の高齢化の進展やライフスタイルの変化を想定し、
望ましい都市機能を活用を含めて検討し官民連携で誘
導していくことが必要
●特に「第３章 グランドデザイン」で示す「都市機能
の集積を誘導するエリア」では、交流やにぎわいの中
心となるような商業施設や文化・教育施設などの誘導
を進めていくことが必要

３．多様な活動を支える機能誘導と配置

■大和市の文化創造の拠点として図書
館を核に芸術文化ホールや生涯学習
センターが集まって来訪者に新しい
知識や心弾む出会いを届ける複合的
な施設「シリウス」

大和市文化創造拠点「シリウス」

●単独の建物の建替えやリノベーションによるまちの
多機能化を進めるとともに、第３章グランドデザイ
ンに示す「都市機能の集積を誘導するエリア」を中心
に、再開発・共同化による施設整備や活用方法の工夫
による多様な活動の場づくりを誘導するため、都市計
画制度の活用や支援制度を検討する
●特に平塚駅西口周辺地区などの再開発の必要性が高い
エリアなどは、市街地の更新をけん引するため積極的
に再開発・共同化を推進する
●再開発・共同化の推進と合わせて、周辺の公共空間の
活用や運営を見据えた道路や公園など都市基盤の再整
備を進めることで平塚駅周辺地区のエリア価値の向上
を目指す

４．市街地の更新

■低層部への機能の誘導や空地の創出
を実現する複数の建物の共同建替え

敷地を共同化する再開発のイメージ

●快適性の確保、景観形成、災害への対応、CO2排出量
の削減などの課題に対して、みどりの持つ多様な機能
をまちへ活かしていくことが有効
●道路や公園、市街地の更新に併せて整備される公開空
地などを緑化することで、地域住民や来街者の癒しや
にぎわいを創出するため、みどりのネットワークの形
成を目指す

５．グリーンインフラの活用による快適性・防災性の確保

出典：グリーンインフラの取組み(国土交通省）

敷地を共同化する再開発のイメージ



●各駅前広場の機能分担を図り、駅関連交通を
分散させ円滑な駅へのアクセス性の確保を目
指す
●将来に向けて自動運転への対応を検討し、地
区と市内各地を結ぶバス路線網を維持すると
ともに乗り換えの利便性向上と合わせた交通
情報案内の充実を目指す
●官民が連携して、適切な駐車場・駐輪場の量
を確保するとともに、歩行者動線と自動車・
自転車動線の錯綜を避けたウォーカブルなま
ちづくりを推進する

６．移動しやすい環境づくり

４

●交通やエネルギー、防災などの課題を解決するため、
AIやIoTなどの先進技術や官民が有する様々なデータ
をまちづくりへ活かし、誰もが便利で快適に過ごすこ
とができる「スマートシティ」を目指す
●コンセプトである「平塚駅周辺地区をみんなのリビン
グに」を実現するために、「快適性」や「交流」の創
出を主目的として検討する
●実現にあたっては、本市に立地する企業が開発する新
技術を積極的に活用し、地域経済の活性化を図る

７．スマートシティと平塚発の新技術の活用

平塚駅周辺地区で進めるスマートシティの目的

●自転車の走行空間及び適切な駐輪環境を確保
するとともに、駐輪の利便性向上を図るなど
にぎわいづくりや商業の活性化につなげる
●天候に左右されない歩行環境の確保や路面の
工夫、休憩できるスペースの創出など安全性
と利便性に配慮するとともに、情報提供など
によるハード・ソフト対策で誰もが歩きやす
い歩行環境を目指す
●様々な立場の人の移動を補完し、地区内での
回遊性を高める地区内交通やパーソナルモビ
リティなど新たな交通機能の充実を目指す

第５章 通り・エリアの将来イメージ 素案２８～４５ページ

第５章では、次のように「第４章まちづくりの方針」を踏まえ、主要な通りやエリアの将来像を具
現化するためのイメージを示しています。
このイメージをもとに様々な主体が関わりながらまちづくりを進めるための「理想像」を示してい
ます。

次の取組みは、平塚駅周辺地区全体で実現に向けて実施することを想定しています。
・｢方針５｣：滞留空間と併せてみどりを配置すること、集水効果の高い樹木や雨水が浸透する仕組みを検討すること
・｢方針６｣：誰もが歩きやすい歩行環境を整備すること、買い物時の駐輪・駐車システムを検討すること、居住者・

荷捌きなどの駐車場動線を工夫すること
・｢方針７｣：デジタルサイネージを活用し来街者へ情報提供すること、フリーWI-FIなどを整備すること



●既存の機能集積を活かした道路空間の活用に
より日常でもにぎわいのある通りの創出を目
指す
●七夕まつりをはじめとするイベントのための
仕掛けを維持する
●歩行者専用道路を継続し、日常時も滞留やに
ぎわいの創出できる空間の確保を目指す
●１階は店舗とし商店街のつながりをつくり
２階以上は、店舗以外にも、事務所など多機
能な場とすることが考えられる
●道路空間を活用した飲食の仮設店舗やキッチ
ンカーなどの出店を推奨し、起業の機会につ
なげる
●多くの人が集まる機能の誘導を目指すととも
に空間の運用、管理について具体化を図る

５

２．紅谷パールロード

湘南スターモールの将来像

●商店街としてのにぎわいが感じられる雰囲気
と併せてゆっくり回遊することができる空間
や機能をつくることなど湘南スターモールら
しい景観の創出を目指す
●商店会や沿道店舗が店舗と公共空間を一体的
に活用できる仕組みを検討し日常とは違うに
ぎわいの創出などに活用できる空間を目指す
●１階は店舗とし、商店街のつながりをつくり
２階以上は、店舗以外にも事務所など多機能
な場とすることが考えられる
●道路空間は、店舗と連携した活用を図ること
で飲食や滞留などに資する多機能な場を創出
しベストなテナントミックスを目指す
●多くの方が集まる機能の誘導を目指す
●市有地を含む敷地などは、有効に活用し都市
機能の誘導を進めていく機会の創出を目指す

１．湘南スターモール

紅谷パールロードの将来像

●和風な植栽やベンチなどを置き、表参道の雰
囲気を演出する
●舗装は、参道をイメージさせるような材質を
検討し公共空間と合わせて民地も含めアクセ
ントカラーとして大門レッド（鳥居の色）を
活用していく
●官民連携で歩道を広げることで、参道として
歩きたくなる歩行者優先の道路となるように
検討していく
●１階は、店舗とし商店街のつながりをつくり
２階以上は、店舗以外にも、事務所など多機
能な場とすることが考えられる
●道路空間と連携した参道にふさわしいにぎわ
いや落ち着きのある店舗などの出店を推奨す
る

３．大門通り・浜大門通り

大門通り・浜大門通りの将来像



●都市の顔となるシンボル軸を形成するため、
オフィスやホテルなど既存の機能集積を踏ま
えた機能の更新、向上を図る
●歩道のうち、余裕のある部分を活用できるよ
うにし、新技術などを生み発信できるような
空間確保を目指す
●イベント時などには、公共空間を企業などが
柔軟に活用できる仕組みを検討する
●｢平塚の顔となる景観がある場｣となるよう、
建替えに合わせて市の玄関口にふさわしいデ
ザインの誘導やオープンスペースの確保を目
指す
●公共空間を活用し、最新技術を実験できるよ
うな仕組みをつくる
●技術の発展に対応できるよう常に実験し続け
られるような仕組みを検討する

６

５．フェスタロード

公園通りの将来像

●通りを一体的に活用し、プロスポーツと連携
した日常的なにぎわいやイベントの実施など
活力を感じる空間や平塚市総合公園へつなが
る通りとして来街者をお出迎えするグリーン
ネットワークを形成し、やすらぎのある居心
地の良い空間を目指す
●歩道は、スポーツ観戦などを目的とした来街
者などが集まりにぎわいの生まれる場として
活用できる空間の確保を目指す
●まちの活力を感じるよう１階は、商店街のつ
ながりをつくっていく
●１階は店舗とし２階以上は、店舗以外にも事
務所など多機能な場とする
●商店会や店舗が店舗と公共空間を一体的に利
用できる仕組みを検討する
●空間の運用、管理について具体化を図る

４．公園通り

フェスタロードの将来像

●｢平塚の顔となる景観｣をつくるために、東
海道平塚宿のにぎわいを感じられる空間活用
や高麗山への視線を妨げないように配慮して
いく
●東海道の雰囲気を感じられる樹木を検討する
●歩道は、｢東海道平塚宿のにぎわいを感じら
れる場｣として活用できる空間の創出を目指す
●商店会や店舗が店舗と公共空間を一体的に利
用できる仕組みを検討する
●１階は店舗とし来街者の利便性向上を目指す
●平塚の歴史や文化芸術活動などの発信の場な
どを維持・創出する
●空間の運用、管理について具体化を図るとと
もに建物の更新の際には、多くの人が集まる
機能の創出を目指す

６．見附台周辺

見附台周辺の将来像



●駅前広場は、市外から訪れる方にとっての玄
関口となるため本市の特徴やまちの活動が感
じられ、想像がふくらむ場の創出を目指す
●公共交通などの配置や地下道などの既存施設
のあり方を検討し、様々な交通手段に乗り換
えやすい動線とする
●交通機能に加え、余暇活動や子育て支援活動、
企業活動、医療などの多様な活動が生まれる
よう、機能誘導や仕組みを検討し本市の魅力
に出会える場の創出を目指す
●駅前広場に面している建物は、駅前広場側に
広場やカフェなどの滞留空間を設け市民の活
動の場や公共交通の待ち時間を快適に過ごす
ことができるような場の創出を誘導していく

７

８．駅前広場

南口駅前広場の将来像 西口駅前広場の将来像

公園・広場の将来像

●既存の公園・広場は、周辺の道路や建物を一
体的に活用できるような空間の創出を目指す
とともに商店会や店舗側が柔軟に活用できる
仕組みづくりを目指す
●民間開発に伴う公開空地などを活用し交流・
にぎわいに資する広場などの配置を目指す
●「安全・快適に過ごすことができる場」とし
て、イベントの開催や交流が生まれるような
機能を創出し、常に活用される公園・広場を
目指す
●「災害時に活用できる場」とするために、防
災倉庫や、災害時に活用できるマンホールト
イレやかまどベンチなどの設置を検討する
●建物の更新に合わせて公開空地を活用した広
場を整備するなど、まちなかへの配置を誘導
する

７．公園・広場

北口駅前広場の将来像



第６章 実現に向けて 素案４６～４９ページ

第６章では、将来構想を実現するための取組みや進める順序、推進体制を示しています。
また、実現に向けた本市や様々な主体の関わりを示しています。

●市有地などを有効活用した再整備や民間による公
園・広場や通りなどでの活動を周辺の市街地の更
新などに波及させていくための種となる重要なプ
ロジェクトとして積極的に推進
●建物の建替え、通りの空間形成、公園や駅前広場
などの公共施設整備のハードの取組みとデザイン
マネジメントやイベント時の空間活用、店舗誘致
のソフトの取組みを一体的なエリアで推進

８

フラッグシッププロジェクト

まちづくりの体制のイメージ

将来構想の実現にあたっては、官民連携でまちづくりを
進めるエリアマネジメント組織を次のような役割で運営し
ていくことを想定
●空間形成のデザインマネジメント
・関係者との協議による通りごとの空間形成ガイドラインの作成
・都市開発などに関わるデザインのマネジメント(関係者との協議・
提案）など
●まちづくりの活動
・活性化のためのイベント
・コミュニティプレイスの運営・管理
・公共空間の活用
・新規店舗の誘致、店舗や公共施設の情報提供
・防災、防犯活動 など
●エリアの管理
・公共空間の維持・管理方法の調整
・商店会、自治会などと連携した公共空間の維持・管理 など

●まちづくりを進めるための種となるフラッグシッ
ププロジェクトでは、２０年間を短期、中期、長
期に分けて、まちづくりの進め方を整理
●通り（道路）や公園は、各プロジェクトの進捗を
踏まえ、関係する箇所を進める



（仮称）平塚駅周辺地区アクションプランの概要

将来構想を踏まえて、特に民間開発の誘導を重点的に図るため、まちづくりのコンセプトやグラ
ンドデザイン、まちづくり方針などに基づき、補助金の新設・拡充や各種規制の緩和などの支援メ
ニューを（仮称）平塚駅周辺地区アクションプランとして将来構想に合わせて策定していきます。

各補助金制度の対象エリア

９

（仮称）平塚駅周辺地区アクションプランの見取り図

︓老朽化建物の更新に係る
税相当額の一部補助

︓市街地再開発事業
優良建築物等整備事業(都市再構築型)

︓優良建築物等整備事業(優良再開発型)

︓中心市街地活性化事業補助金

※ 今後の市民や民間事業者へのヒアリング
などを踏まえて、検討していきます。

【凡例】

平塚駅（北口）

見附台
公園

市民
プラザ

Ｎ

市街地
再開発事業

優良建築物等
整備事業

（都市再構築型）

優良建築物等
整備事業

（優良再開発型）

老朽化建物の
更新に係る
税相当額の
一部補助

中心市街地
活性化

事業補助金

【補助金】

【規制緩和】

【そのほか】

事業規模
＜小＞

5,000㎡～ 1,000㎡～ 300㎡～ 店舗単位

まちづくりの進捗に
合わせて検討

・ 総合設計制度 （容積率、高度地区の高さ制限、斜線制限の緩和）
・ 高度地区の運用基準 （高度地区の高さ制限の緩和）

・ 平塚市敷地共同化推進事業支援制度（アドバイザー派遣、活動費の補助）

事業規模
＜大＞

共同施設整備費

土地整備費

調査設計計画費

共同施設整備費

国 嵩上げ

共同施設整備費 税相当額の
一部

店舗賃借料

店舗改装費

市 嵩上げ

専有部整備費

※1/3以内を
国・市で補助

平塚文化
芸術ホール

・補助対象費用の
2/3以内を補助

・補助対象費用の
2/3以内※を補助

・交付対象事業費の
嵩上げあり

・補助対象費用の
2/3以内を補助

・事業内容に応じた
段階的な嵩上げあり

・建替え期間中の
税相当額の
一部を補助

・空き店舗の賃借料、
店舗の改装費の
一部を補助

※面施要件の緩和規定あり

平塚駅（西口）

なお、アクションプラン策定以降も社会情勢の変化などに的確に対応し、将来構想の実現につな
がるよう必要に応じて支援メニューの拡充や見直しを行っていきます。

参考

【問合せ先】 平塚市都市整備部都市整備課(市役所本館 6 階 A605)
〒254-8686  神奈川県平塚市浅間町 9 番 1 号
電 話 0463-21-8783(ダイヤルイン)
E-mail  machi-j@city.hiratsuka.kanagawa.jp 
Ｈ Ｐ https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/sumai/page54_00056.html
将来構想の本編は市ホームページからご覧いただけます

mailto:machi-j@city.hiratsuka.kanagawa.jp
https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/sumai/page54_00056.html

